














The current educational aspect of the health assessment/
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図２ 基礎看護技術総単位数 n＝21（校）
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み重ねていくことが重要と考える．
本研究の限界としては，対象数が少ないこと，シラバ
スからの内容を分析しているため，記載内容からの実態
把握になる等で，今後の課題としては，対象数を増やし，
シラバス以外の調査を加えること，また，基礎看護学領
域の分析内容をさらに広げて⾏うことなどがあげられる．
Ⅵ．おわりに
基礎看護学の内容を構成している中で，ヘルスアセス
メント／看護アセスメント，看護技術，基礎看護学実習
について，その実態をシラバスの内容から分析した．こ
の結果を活⽤し，本学の平成16年度，平成17年度の基礎
看護学領域の教育内容を⾒直しし，新たな教育内容の構
造化をはかり，現在，その取り組みを開始し始めている．
本調査は，平成15年度，平成16年度愛知県⽴看護⼤学
学⻑裁量研究費の助成を受けて⾏った．調査にご協⼒を
いただいた⼤学に厚く御礼申し上げます．
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